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新年のご挨拶 

関東森林管理局長 松村 孝典 
 

新春を迎え、謹んで新年の御挨拶を申し上げます。 

皆様方には、日頃より関東森林管理局の業務運営はもとより、

林野行政全般にわたり、ご理解とご協力をいただいており、厚く

御礼を申し上げます。 

 

昨年は、１月１日に「令和６年能登半島地震」が発生し、当局

管内においても新潟県において震度６弱が観測されました。また、台風や局地的豪雨等に

より各地で土砂崩れ等の被害が発生しました。 

犠牲となられた方々に深い哀悼の意を表すとともに、被災された方々にお見舞いを申し

上げます。また、被災地で復旧・復興に尽力されている関係者の皆様方の御努力に敬意を

表します。 

 

昨今の気候変動により自然災害は頻発化・激甚化する傾向にあり、森林の有する山地災

害防止機能や土壌保全機能の重要性が一層増しております。当局では、大きな災害が発生

した先には、速やかにヘリコプターによる被害調査等、治山事業等による復旧に取り組ん

できたところであり、引き続き、地域住民の安心・安全の確保に向け、県や市町村と緊密

に連携を取りながら、防災・減災、国土強靱化のための森林整備・治山対策を強力に推進

してまいります。 

 

近年、カーボンニュートラル、豪雨災害等もあり、森林・林業の重要性が認識され、国

民の皆様の関心も高まってきていると感じております。また、国民の４割以上が罹患して

いるといわれる花粉症への対応を進めることも重要となっています。 

当局では、「森林・林業基本計画」に基づき、多様な森林づくりを進めるなど公益重視

の管理経営を推進するとともに、花粉発生源対策としても重要な「伐って、使って、植え

て、育てる」循環利用を進めるため、国有林において造林の低コスト化・省力化、生産事

業の効率化、シカ被害対策などの「新しい林業」を強力に推進することとしており、得ら

れた成果等を民有林関係者にも普及等することで、地域の森林・林業の振興にも貢献して

まいります。 

 

国有林は、国民共通の財産であり、国土の保全や林産物の供給、地域住民への貢献等多

くの役割を担っております。当局といたしましては国有林の使命を踏まえながら、国民又

森林・林業関係の皆様のご意見・ご要望をよくお伺いし、その期待に応えられるよう適切

に管理経営を進めてまいります。関東森林管理局の広報誌「関東の森林から」では、当局

の取組みをよりわかりやすく皆様にお伝えしてまいりますので、どうぞよろしくお願い申

し上げます。 

 

結びに、新しい年が皆様にとって健康で幸多い年となりますよう祈念申し上げまして、

年頭のご挨拶とさせていただきます。
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小笠原諸島は、森林生態系保護地域かつ国立公園に指定されており、他では見られない貴重

な固有種が存在していることから、世界自然遺産にも登録されています。 
一方、過去から現在までの人間による社会活動によって外来種が広範囲に生育・生息してお

り、存続が危ぶまれている固有種もあることから、地元の中高校生や東京農業大学ボランティ
ア部及び小笠原村民の方々による外来種駆除など、小笠原諸島固有の森林生態系を保全・回復
させるための様々な活動が行われています。 

 
関東森林管理局では、小笠原諸島固有森林生態系保全・

修復等事業による外来種の駆除等を行うとともに、平成 14
年度から小笠原母島観光協会の協力を得て、一般公募によ
りボランティアを募集し、母島においてアカギ、モクマオ
ウの伐採などの作業を実施しています。今回は１9 回目の
実施となり、参加者は延べ約４００人を超えています。本
年度は本土から８名、母島から３名のボランティアを迎え、
また東京都レンジャ
ー4 名の協力を得て
11 月 28 日から２日
間実施しました。 

 
一日目の天候は晴れ、少し体を動かすと汗ばむ陽気の

中、母島南崎の国有林において、外来種のモクマオウの伐
採及び在来種のタコノキ、シマギョクシンカ、シマホルト
ノキ等の植栽を行いました。夜には、小笠原村役場母島支
所大広間において交流会を行い、本土からの参加者と村民
の親睦を図りました。参加者からは、「モクマオウの伐採
が楽しかった」「伐るごとに面積が広がり達成感が得られた」「来年もぜひ参加したい」など
の感想がありました。 

二日目の天候は曇、母島鮫ヶ崎展望台付近の国有林において、ギンネムの伐採を行いました。 
 
このほか、母島南崎の国有林では、隣接した民有地に繁茂

している外来植物が種子供給源となり、国有林の外来種駆
除を行っても外来植物が再侵入するなど駆除効果が十分に
発揮されない状況にあります。このことから、本年 9 月に
「公益的機能維持増進協定」※を締結し、来年度より外来種
駆除を実施することとしています。また、民有地だけでなく
他省庁所管の国有地も介在しており、関係省庁との調整も
必要となっています。 

小笠原諸島固有森林生態系回復ボランティア 
小笠原諸島森林生態系保全センター 

母島南崎での在来種の植栽 

母島南崎でのモクマオウ伐採 

母島南崎にある協定箇所の民有地 ※公益的機能維持増進協定制度：国有林に隣接・介在する民有林で、施業が十分に行われて
いない場合、民有林の所有者と協定を締結し、国において整備を一体的に行う仕組み 
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小笠原固有の森林生態系の保全や修復にあたっては、島内外の方々の理解と協力が必要なこ
とから、今後も地元関係機関等と連携を図り、こうした取り組みを進めることとしています。   

また、今後はこうした駆除活動のほか、島民が小笠原の希少な自然に触れる機会も設けてい
きたいと考えています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「富士山」（静岡森林管理署）） 

我が国の最高峰である富士山は、平成 25 年に富士山とその周辺の構成資産が「富士山－信仰の対象
と芸術の源泉」の名称でユネスコ世界文化遺産に登録されました。 

その富士山の南面一帯には国有林が所在しており、低山帯には、ヒノキ、ウラジロモミを主とする人
工林のほかに、ブナ、ミズナラ、カエデ類等、亜高山帯にはカラマツ、コメ
ツガ、シラビソ等を主としる変化に富んだ天然林の垂直分布が見られます。 

また、南麓周辺には登山や散策、森林を利用したレクリエーション等の保
健休養の場として「富士山自然休養林」を設定しており、四季を通じて多く
の人々に利用されています。 

 
 

  

母島南崎での集合写真 母島鮫ヶ崎でのギンネム伐採 

今月の表紙 
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津久井森林事務所は、神奈川県相模原市緑区中野に所在し、谷山、茨菰山、仙洞寺山、

小倉山の４地区７０２．８ｈａの国有林と鳥屋、青野原、佐野川の３地区２５６．３５

ｈａの官行造林地（公有林野等官行造林法に基づき、国が公有林等に造林し管理を行っ

ている分収林）を管理しています。  

森林官の主な業務としては、林道の維持管理、林野巡視、請負等監督があります。  
当森林事務所が管轄する国有林は、市街地の上方に位置していることから、林内の被

害が人命に直結する恐れがあります。例えば、昨年の台風被害では林道路盤が洗掘され、

この林道が近隣住民の生活道にもなっている

ことから緊急な復旧が必要となりました。この

ように台風通過後等における林道点検等は重

要な業務の一つになります。今年の台風１０号

では、管内の林道全域が路盤浸食や陥没等の被

害を受けました。チャーター契約や直営で復旧

を行っていますが、全路線を修繕するためには

優先順位をつけて進めていかなければいけな

い状況です。さらに、夏場の林道の維持管理で

は、草類や枝が覆いかぶさったりしてしまうの

ですが、厳しい予算事情の中、臨時作業職員と

共に日々、刈払いに励み、安全な走行ができる

よう心掛けています。  
 

 
林野巡視では、ドローンを使用して森林被

害確認やナラ枯れ被害調査等を効率的に行い

ます。加えて境界巡視やシカ柵点検でも使用

しており、先日もシカ柵の破損個所を発見し

て修繕を行いました。シカ柵の点検回数や労

力の軽減など効率的な管理が行えると考えま

す。  
 
請負等の監督では、近々立木販売箇所の伐

採が終了する予定のため、次年度の地拵え等

造林事業に支障が無いように作業指示や、災

害予防の注意喚起を行い無災害での完了を目

指して監督を行います。  
 
 

  

東京神奈川森林管理署 津久井森林事務所 森林官 加山明樹男  

ドローンを活用しナラ枯れ被害調査
を行う森林官 

立木販売業者に対し作業指示や安全指
導を行う森林官 
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また、当森林事務所が抱える課題の１つとして、葉山島という地域の一部に平成初期

に砕石や廃棄土砂の不法投棄によって埋め立てられ荒廃した場所があり、そこを森林と

して回復を目指すというものがあります。昨年度に「葉山島保安林回復プロジェクト」

を立ち上げ、森林総合研究所の指導のもと試験植栽を実施しました。今後は活着状況調

査の結果を踏まえ森林総合研究所からの助言を受けつつ、署とともに必要な措置を講じ

ながら、徐々に森林としての機能を回復させていきたいと考えています。  
 
最後になりますが、津久井森林事務所管内の森林整備については地元業者や臨時雇用

職員の声を聴き、地元で安定した事業と管理の継続を目指して日々の業務を行っていき

たいと思います。  
 
 

葉山島試験植栽時の様子 
 

試験植栽完了後 試験植栽地の活着調査を行う森林官 


